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平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

は
、
12
月
１
日
か
ら
15
日
ま

で
の
15
日
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
、
土
浦
市
職
員

の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
に
関
す

る
議
案
が
12
件
、
平
成
27
年

度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
予
算
に
関
す
る
議
案
が
７

件
、
そ
の
ほ
か
、
川
口
運
動

公
園
野
球
場
観
覧
席
改
築
建

築
主
体
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
な
ど
17
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
慎
重
に
審
議

を
し
、
そ
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
全
議
案
が
可
決
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
・
陳
情
の
採
否
に

つ
い
て
も
議
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
７
日
、
８

日
、
９
日
の
３
日
間
で
行
わ

れ
、
17
名
の
議
員
が
執
行
部

（
市
長
）
に
対
し
市
政
一
般

に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
般
質
問
か
ら
従

来
の
「
一
括
質
問
一
括
答
弁

方
式
」
に
加
え
、
「
一
問
一

　
土
浦
市
議
会
で
は
、
土
浦

市
議
会
基
本
条
例
第
13
条
に

お
い
て
、
議
会
報
告
会
を
行

う
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま

す
。

　
２
回
目
と
な
る
今
回
の
報

告
会
に
お
い
て
は
、
実
施
要

項
第
３
条
第
３
項
に
基
づ

き
、
市
民
と
の
意
見
交
換
の

場
を
設
け
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
前
回
参
加
さ
れ

た
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
議
員

と
の
意
見
交
換
を
し
た
か
っ

た
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
市
議
会
で
も
こ

の
意
見
を
重
視
し
、
今
回
か

ら
取
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

　
議
員
は
自
分
自
身
に
は
関

係
の
な
い
遠
い
存
在
、
と
思

わ
れ
て
い
る
市
民
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
機
会
に
議
会
や

議
員
の
役
割
、
み
な
さ
ん
が

思
っ
て
い
る
よ
り
も
議
員
は

身
近
な
存
在
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
て
く
だ
さ

い
。
　

　
多
く
の
市
民
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
、
議
員
一
同
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

※

土
浦
市
議
会
基
本
条
例
第
13
条

…

議
会
は
、
説
明
責
任
を
果
た

し
、
ま
た
、
市
民
の
多
様
な
意

見
を
把
握
し
、
市
政
の
諸
課
題

に
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
、
議

員
及
び
市
民
が
情
報
及
び
意
見

を
交
換
す
る
議
会
報
告
会
を
行

う
。

※

土
浦
市
議
会
議
会
報
告
会
実
施

要
項
第
３
条
第
３
項…

（
中

略
）
報
告
会
に
お
い
て
は
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
市
民
と
の
意
見

交
換
を
行
う
も
の
と
す
る
。

答
方
式
」
を
議
員
が
選
択
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
、
土
浦
市
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ

い
て
も
審
議
し
、
同
意
し
ま

し
た
。

　
前
回
の
第
３
回
定
例
会
で

決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
平
成
26
年
度
土
浦
市
歳

入
歳
出
決
算
及
び
平
成
26
年

度
土
浦
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
き
め
細
や
か
な

教
育
の
実
現
の
た
め
の
少
人

数
学
級
の
推
進
、
教
育
の
機

会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上

を
図
る
た
め
の
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
、
震

災
か
ら
の
教
育
復
興
の
た
め

の
予
算
措
置
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
に
つ
い
て
国
の
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
す
る

と
い
う
も
の
で
、
原
案
ど
お

り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第２回 土浦市議会報告会 開催日決定！第２回 土浦市議会報告会 開催日決定！
５月 ９日（月） 14:00～ 市役所４階議会フロア
５月10日（火） 19:00～ 新 治 地 区 公 民 館
５月 ９日（月） 14:00～ 市役所４階議会フロア
５月10日（火） 19:00～ 新 治 地 区 公 民 館

▲前回の議会報告会の様子

【
応
募
方
法
】

○
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
市
役
所
開
催
の
報
告
会
に
参
加
の
際
は
、
市
営
駐
車
場

（
立
体
・
駅
西
・
駅
東
）
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
（
駐
車

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
。

全
議
案
原
案
可
決

議
員
提
出
議
案
可
決

一
般
質
問
で

　一
問
一
答
方
式
を
導
入

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
同
意

平
成
26
年
度
土
浦
市
歳
入

歳
出
決
算
、
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定

み
な
さ
ん

　
　参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。



◇
初
日【
12
月
２
日
】開
会

　
　
報
告
案
件
、
議
案
の
説

明
・
質
疑

　
　﹇
休
会（
12
月
６
日
ま
で
）]

◇
２
日
目【
12
月
７
日
】

　
　
一
般
質
問

　
　
　
平
石
・
竹
内
・
島
岡

井
上
・
久
松
・
下
村

海
老
原
議
員

◇
３
日
目【
12
月
８
日
】

　
　
一
般
質
問

　
　
　
沼
田
・
勝
田
・
鈴
木

小
坂
・
福
田
・
塚
原

荒
井
・
柴
原
議
員
）

◇
４
日
目【
12
月
９
日
】

　
　
一
般
質
問

　
　
　
今
野
・
松
本
・
海
老

原
議
員

　
　﹇
休
会（
12
月
15
日
ま
で
）﹈

　
　（
休
会
中
に
委
員
会
開
催
）

◇
最
終
日【
12
月
16
日
】閉
会

　
　
各
委
員
会
委
員
長
の
報
告・

報
告
に
対
す
る
質
疑

　
　
　
←

　
　
討
　
論

　
　
　
←

　
　
採
　
決

　
　
　
←

　
　
追
加
議
案
の
上
程

　
　
　
←

　
　
質
疑
・
討
論

　
　
　
←

　
　
採
　
決

　
　
　
←

　
　
閉
　
会

　
今
定
例
会
で
は
、
新
規
の

請
願
１
件
、
陳
情
３
件
が
提

出
さ
れ
、
継
続
審
査
１
件
を

含
め
計
５
件
の
請
願
・
陳
情

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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決
算
審
査
と
は

　
市
長
及
び
公
営
企
業
管
理

者
か
ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会

計
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企

業
会
計
の
決
算
書
が
正
確
で

あ
る
か
、
予
算
の
執
行
ま
た

は
各
事
業
の
経
営
等
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
審
査
す
る
も
の

で
す
。

　
本
市
議
会
で
は
第
３
回
定

例
会
で
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
、
そ
の
後
審
査
を
行

い
、
今
定
例
会
で
委
員
長
が

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

（
抜
粋
）

　
当
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
、
認
定
第
１

号
平
成
26
年
度
土
浦
市
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

及
び
認
定
第
２
号
平
成
26
年

度
土
浦
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
、
そ
の

審
査
と
結
果
に
つ
い
て
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
本
件
認
定

に
係
る
予
算
が
議
会
の
議
決

の
趣
旨
に
則
り
適
正
か
つ
効

率
的
に
執
行
さ
れ
、
市
民
の

信
託
に
十
分
応
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
諸
点

に
留
意
し
て
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
執
行
部
か
ら
会
計
管

理
者
、
関
係
部
課
長
等
の
出

席
を
求
め
、
決
算
書
及
び
審

査
資
料
に
基
づ
き
詳
細
に
予

算
執
行
状
況
の
説
明
を
受

け
、
活
発
な
質
疑
を
行
い
、

疑
問
点
を
質
し
な
が
ら
、
監

査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書

を
参
考
に
し
て
慎
重
に
審
査

を
行
っ
た
ほ
か
、
新
消
防
庁

舎
整
備
事
業
を
は
じ
め
３
事

業
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
認
定
第
１
号

及
び
第
２
号
は
全
会
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。委

員
長
　
　
小
坂
　
博

決
算
審
査
に
つ
い
て
の
報
告

受
理
番
号
16
　
教
育
予
算
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

【
陳
情
内
容
】

○
少
人
数
学
級
の
推
進

○
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改

善
の
推
進

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
負
担
割
合
を
２
分
の

１
に
復
元

受
理
番
号
18
　
土
浦
市
の
子

ど
も
達
の
甲
状
腺
エ
コ
ー
検

査
費
用
の
助
成
を
求
め
る
請

願
書

【
請
願
内
容
】

○
市
内
18
歳
以
下
（
震
災

時
）
の
子
ど
も
達
の
検
査

費
用
助
成

○
検
査
が
実
施
で
き
る
医
療

機
関
の
紹
介
と
推
進

受
理
番
号
19
　
安
全
保
障
関

連
２
法
の
廃
止
に
関
す
る
意

見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

【
陳
情
内
容
】

○
安
全
保
障
関
連
２
法
の
廃

止
検
討
を
求
め
る
意
見
書

を
首
相
と
衆
参
両
院
議
長

宛
て
に
提
出
し
て
ほ
し
い

【
総
務
委
員
長
報
告（
抜
粋
）】

　
　
継
続
審
査
を
求
め
る
意

見
と
し
て
「
他
国
と
の
連

携
を
考
え
る
と
難
し
い
問

題
で
あ
り
、
継
続
審
査
に

し
て
検
討
し
た
方
が
良
い

と
の
意
見
、
賛
成
意
見
と

採
　
　
択
　 

１
件

不  

採  

択
　 

２
件

継
続
審
査
　 

２
件

〈
第
４
回
〉
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

請
願
・
陳
情
の
結
果

新
規
の
請
願
·
陳
情

の
内
容
及
び
不
採
択

と
な
っ
た
請
願
·
陳

情
の
委
員
長
報
告

し
て
「
歴
代
の
内
閣
法
制

局
長
官
が
憲
法
上
認
め
ら

れ
な
い
と
言
っ
て
お
り
、

廃
止
す
べ
き
」
と
の
意

見
、
反
対
意
見
と
し
て
、

「
法
の
運
用
方
法
が
示
さ

れ
て
い
な
い
中
で
は
、
成

立
し
た
法
を
廃
止
で
き
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
１
、
反
対
５
で

不
採
択
と
い
た
し
ま
し

た
。

受
理
番
号
20
　
常
名
総
合
運

動
公
園
計
画
に
つ
い
て
調
査

検
討
特
別
委
員
会
設
置
の
件

【
陳
情
内
容
】

○
常
名
総
合
運
動
公
園
の
計

画
に
つ
い
て
、
議
会
で
調

査
検
討
特
別
委
員
会
の
設

置
を
要
望

【
議
会
運
営
委
員
長
報
告（
抜
粋
）】

　
　
賛
成
意
見
と
し
て
「
計

画
の
見
直
し
や
財
政
面
な

ど
、
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
集
中
的
に
議
論
す
べ

き
」
と
の
意
見
、
反
対
意

見
と
し
て
「
問
題
点
は
既

に
は
っ
き
り
し
て
お
り
、

常
任
委
員
会
で
議
論
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
継
続
審
査
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
採
択

と
す
べ
き
が
１
名
、
不
採

択
と
す
べ
き
が
３
名
で
あ

り
、
過
半
数
を
超
え
た
こ

と
か
ら
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 27 28
賛
　
　
成

反
　
　
対

平
石
　
勝
司

吉
田
千
鶴
子

荒
井
　
　
武

福
田
　
一
夫

井
上
　
圭
一

久
松
　
　
猛

勝
田
　
達
也

塚
原
　
圭
二

島
岡
　
宏
明

今
野
　
貴
子

下
村
　
壽
郎

鈴
木
　
一
彦

小
坂
　
　
博

篠
塚
　
昌
毅

柴
原
伊
一
郎

海
老
原
一
郎

栁
澤
　
　
明

矢
口
　
　
清

吉
田
　
博
史

寺
内
　
　
充

川
原
場
明
朗

竹
内
　
　
裕

内
田
　
卓
男

矢
口
　
迪
夫

折
本
　
　
明

沼
田
　
義
雄

松
本
　
茂
男

議案第９０号　土浦市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 23 3
認定第１号　平成２６年度土浦市歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 2
認定第２号　平成２６年度土浦市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 2

賛成…○　反対…×　※賛否が分かれた案件のみを掲載。　※議長（矢口清）は採決に加わらない。

議員名

議案名

議案等議決結果

請 願 ・ 陳 情 議 決 結 果

議案番号等 件　　　　名 上程年月日 議決年月日 結果
会期の件 27.12. 1 27.12. 1 原案可決

報告第33号 専決処分の承認について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 承　　認
報告第34号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
報告第35号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
報告第36号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
報告第37号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
報告第38号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
報告第39号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
報告第40号 専決処分の報告について（和解について） 27.12. 1 27.12. 1 報　　告
議案第82号 土浦市職員の再任用に関する条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第83号 土浦市税条例等の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第84号 土浦市コミュニティセンター条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第85号 土浦市児童館条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第86号 土浦市子ども・子育て会議条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第87号
土浦市介護保険条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

内容
マイナンバー制度の実施に伴い、介護保険料の徴収猶予や減免に係る申請書に個人番号を記載
することなどを定めるもので、２８年１月１日に施行し、一部は２９年１月に施行を予定するもの
である。

議案第88号 土浦市消防本部及び消防署条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第89号 土浦市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第90号

土浦市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の制定について

27.12. 1 27.12.15 原案可決

内容
マイナンバー制度の実施に伴い、いわゆる番号法に定めのない独自利用事務における個人番号
の利用について定めるほか、庁内での市税と社会保障関係など、複数の事務との間や、教育委
員会など他の執行機関との間で特定個人情報の連携について定めるもので、番号法の施行に合
わせ、２８年１月１日に施行する。

議案第91号
市長の給料月額の特例に関する条例の制定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
内容 これまで同様、市長の給料月額を３０％減額する特例を定めるもので、２８年１月１日に施行。

議案第92号 土浦市消費者安全条例の制定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第93号 土浦市運動広場条例の制定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第94号 平成２７年度土浦市一般会計補正予算（第４回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第95号 平成２７年度土浦市国民健康保険特別会計補正予算（第１回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第96号 平成２７年度土浦市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第97号 平成２７年度土浦市介護保険特別会計補正予算（第２回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第98号 平成２７年度土浦市下水道事業特別会計補正予算（第２回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第99号 平成２７年度土浦市土浦駅前北地区市街地再開発事業特別会計
補正予算（第１回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第100号 平成２７年度土浦市水道事業会計補正予算（第１回） 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第101号 川口運動公園野球場観覧席改築建築主体工事請負契約の締結に
ついて 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第102号 土浦市神立地区コミュニティセンターの指定管理者の指定につい
て 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第103号 土浦市自転車駐車場の指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第104号 土浦市社会福祉センターの指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第105号 土浦市新治総合福祉センターの指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第106号 土浦市障害者自立センターの指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第107号 土浦市老人福祉センター「湖畔荘」の指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第108号 土浦市老人福祉センター「うらら」の指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第109号 土浦市ふれあいセンター「ながみね」及び土浦市老人デイサービ
スセンター「ながみね」の指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第110号 土浦市生涯学習館の指定管理者の指定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第111号 土浦市荒川沖東部地区学習等供用施設の指定管理者の指定につ
いて 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第112号 土浦市荒川沖西部地区学習等供用施設の指定管理者の指定につ
いて 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第113号 市道の路線の認定について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第114号 市道の路線の廃止について 27.12. 1 27.12.15 原案可決

議案第115号
訴えの提起について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
内容 市営住宅の滞納家賃の納付及び明け渡しを求めるもの。

議案第116号 土浦市及びかすみがうら市住民の公共下水道の相互利用について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
議案第117号 土浦市及び阿見町住民の公共下水道の相互利用について 27.12. 1 27.12.15 原案可決
認定第１号 平成２６年度土浦市歳入歳出決算の認定について 27. 9.15 27.12.15 認　　定
認定第２号 平成２６年度土浦市水道事業会計決算の認定について 27. 9.15 27.12.15 認　　定

議案第118号 土浦市教育委員会委員の任命の同意について 27.12.15 27.12.15 同　　意
議案第119号 土浦市公平委員会委員の選任の同意について 27.12.15 27.12.15 同　　意

議員提出 
議案第５号 教育予算の拡充を求める意見書について 27.12.15 27.12.15 原案可決

閉会中の事務調査について 27.12.15 27.12.15 原案可決
※色付き部分は賛否が分かれた案件

受理番号１９　安全保障関連２法の廃
止に関する意見書採択を求める陳情書
の委員長報告に対して

議員名 賛成○　反対×
1 平石　勝司 ○
2 吉田千鶴子 ○
3 荒井　　武 ○
4 福田　一夫 ○
5 井上　圭一 ×
6 久松　　猛 ×
7 勝田　達也 ○
8 塚原　圭二 ○
9 島岡　宏明 ○
10 今野　貴子 ○
11 下村　壽郎 ○
12 鈴木　一彦 ×
13 小坂　　博 ○
14 篠塚　昌毅 ○
15 柴原伊一郎 ○
16 海老原一郎 ○
17 栁澤　　明 ○
18 矢口　　清 ―
19 吉田　博史 ○
20 寺内　　充 ○
22 川原場明朗 ○
23 竹内　　裕 ×
24 内田　卓男 ○
25 矢口　迪夫 ○
26 折本　　明 ○
27 沼田　義雄 ○
28 松本　茂男 ○

賛成 22
反対 4

※賛否が分かれた案件のみ掲載。
※議長（矢口清）は採決に加わらない。

受理番号 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

受理番号 13 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関
する請願書 27.  9.  1 27.12.15 継続審査

受理番号 16 教育予算の拡充を求める陳情書 27.12. 1 27.12.15 採択

受理番号 18 土浦市の子ども達の甲状腺エコー検査
費用の助成を求める請願書 27.12. 1 27.12.15 継続審査

受理番号 19 安全保障関連２法の廃止に関する意見
書採択を求める陳情書 27.12. 1 27.12.15 不採択

受理番号 20 常名総合運動公園計画について調査検
討特別委員会設置の件 27.12. 1 27.12.15 不採択

各議員の議案に対する賛否の状況



討
論
と
は

　
議
案
に
対
し
て
賛
成
か
反

対
の
自
己
の
意
見
を
述
べ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

Ａ【
市
民
生
活
部
長
】

　
自
転
車
利
用
環
境
の
悪
化

を
受
け
、板
橋
区
で
全
国
初
の

自
転
車
安
全
利
用
条
例
を
施

行
、県
内
で
は
取
手
、つ
く
ば
市

が
施
行
し
て
い
る
。

　
内
容
は「
市
や
市
民
、関
係
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Ｑ
　
学
童
保
育
（
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
）
の

現
状
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
　
自
転
車
安
全
利

用
条
例
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ【
教
育
部
長
】

　
入
所
児
童
数
は
１
千
604
人
、

一
般
質
問
と
は
　
　
市
政
全
般
（
一
般
）
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の
考
え
、
方
針
を
質

問
す
る
こ
と
で
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
を
一
つ
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
定
例
会
か
ら
「
一
問
一
答
方
式
」
を
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

３
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
質
問
に
つ
い
て
も
１
回
目
の
質
問
時
の
答
弁
を
掲
載
し

ま
す
。

竹　内　　　裕
＜一括質問＞

ク
ラ
ブ
数
は
19
校
41
ク
ラ
ブ
開

設
し
て
い
る
。

　
本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
定
員
は
全
ク
ラ
ブ
で
１
千
632

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、全
体
的

に
見
る
と
定
員
を
下
回
っ
て
い

る
が
、学
校
単
位
で
は
定
員
を

上
回
っ
て
い
る
学
校
が
10
校
あ

る
。う
ち
、都
和
南
小
や
真
鍋

小
つ
い
て
は
ク
ラ
ブ
室
の
増
設

を
行
い
、超
過
が
解
消
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
は
現

在
148
人
在
籍
し
、全
員
が
非
常

勤
職
員
で
あ
る
。児
童
概
ね
40

人
に
対
し
２
名
配
置
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、必
要
な
数

は
満
た
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。時
給
は
保
育
士
や
教
諭
等

の
有
資
格
者
が
980
円
、そ
の
他

の
職
員
は
補
助
員
と
し
て
910

円
を
支
給
し
て
い
る
。

　
ま
た
、文
部
科
学
省
所
管

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
放

課
後
子
供
教
室
は
、放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
の一
体
的
実
施

を
求
め
ら
れ
て
お
り
、現
在
３

つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
１
つ
の
民

間
事
業
者
に
委
託
し
、19
校
の

う
ち
９
校
で
実
施
し
て
い
る
。

　
ど
ち
ら
も
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
一
致

し
て
い
る
も
の
の
、放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
平
日
毎
日
午
後
６

時
30
分
ま
で
実
施
し
、育
成
料

平　石　勝　司
＜一括質問＞

団
体
等
の
責
務
の
明
確
化
」

「
自
転
車
利
用
者
の
道
路
交

通
法
の
遵
守
義
務
」「
安
全
器

具
利
用
の
努
力
義
務
」「
点
検

整
備
の
努
力
義
務
」「
自
転
車

損
害
賠
償
保
険
加
入
の
努
力

義
務
」な
ど
を
定
め
た
も
の

で
、交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
や
交

通
事
故
の
抑
止
な
ど
、包
括
的

な
対
策
を
条
例
化
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、警
察
署

や
関
係
団
体
と
の
共
催
に
よ

り
、地
域
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、

市
内
小
学
校
で
の「
交
通
安
全

教
室
」に
お
い
て
、自
転
車
安

全
運
転
の
教
育
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、学
校
で
の
自
転
車

安
全
点
検
及
び
整
備
を
委
託

す
る
な
ど
、自
転
車
の
安
全
性

の
向
上
も
図
っ
て
お
り
、自
転

車
が
関
係
す
る
交
通
事
故
も

平
成
15
年
と
比
べ
３
割
強
減

少
し
、効
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
か
ら
、条
例
に
つい
て
は
先
進

自
治
体
の
条
例
に
よ
る
効
果

な
ど
を

検
証
し

な
が
ら

十
分
検

討
し
て

ま
い
り

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
大
屋
根
広
場
の
今
後
の
活

用
・
い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定

事
業

請
願
・
陳
情
の
受
付
け

　
請
願
・
陳
情
は
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
定

例
会
で
取
り
扱
う
も
の
は
、

定
例
会
招
集
日
の
４
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

討
　
　論

　
討
論
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
議
案
に
つ
い
て
、
自
分

の
考
え
と
異
な
る
議
員
や
表

決
態
度
の
未
定
の
議
員
か
ら

自
分
の
考
え
に
つ
い
て
、
同

調
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
議
案
の
可
否
に
つ
い
て

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
１
名
の
議

員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

【
久
松
　
猛
議
員
】

○
受
理
番
号
19
　
安
全
保
障

関
連
２
法
の
廃
止
に
関
す

る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
の
委
員
長
報
告
に

対
し
て
（
反
対
）

○
議
案
第
90
号
　
土
浦
市
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
反

対
）

○
認
定
第
１
号
　
平
成
26
年

度
土
浦
市
歳
入
歳
出
決
算

の
委
員
長
報
告
に
対
し
て

（
反
対
）

○
認
定
第
２
号
　
平
成
26
年

度
土
浦
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
委
員
長
報
告
に
対

し
て
（
反
対
）

　

　
土
浦
市
教
育
委
員
会
委

員
、
土
浦
市
公
平
委
員
会
委

員
が
平
成
27
年
12
月
25
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
任
命
及
び
選
任
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
同
意
し

ま
し
た
。

◇
土
浦
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　
説
　
田
　
賢
　
哉
　
氏

◇
土
浦
市
公
平
委
員
会
委
員

　
　
三
　
輪
　
和
　
夫
　
氏

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
、
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

月
３
千
円
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し

放
課
後
子
供

教
室
は
週
２

日
の
実
施
で
費
用
は
無
料
と
い

う
違
い
が
あ
る
。

　
し
か
し
、両
事
業
の一
体
化

は
、子
ど
も
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
検
討
を

し
て
お
り
、平
成
28
年
度
に
一

部
の
学
校
で
試
行
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、支
援
員
の
確
保
、

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児
童

へ
の
対
応
等
を
考
慮
す
る
と
、

今
後
、公
設
公
営
の
ほ
か
公
設

民
営
や
民
設
民
営
に
つ
い
て
も

視
野
に
入
れ
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
つい
て
は
、預
か
り
時
間
の

延
長
や
土
日
の
開
設
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る
こ
と

か
ら
、つ
く
ば
市
の
事
例
な
ど

も
参
考
に
、よ
り
児
童
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
も
の
を
目

指
し
、公
設
民
営
や
民
設
民
営

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
土

浦
ま
で
延
伸
。常
磐
線
と
の

ド
ッ
キ
ン
グ
を
目
指
す
構

想
。

Ｑ
　
小
町
の
里
周
辺

の
観
光
開
発
と
し

て
文
化
遺
産
に
つ

い
て
伺
う
。

Ａ【
教
育
部
長
】

　
小
町
の
里
周
辺
に
は
、東
城

寺
、清
滝
寺
、東
城
寺
経
塚

群
、日
枝
神
社
流
鏑
馬
祭
な

ど
、県
指
定
文
化
財
や
市
指
定

文
化
財
20
件
を
含
む
多
く
の

文
化
遺
産
が
あ
る
。

　
ま
た
、小
町
の
里
が
あ
る
山

ノ
荘
地
域
は
、古
く
か
ら
石
材

の
産
出
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

多
く
の
石
仏
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、土
浦
市
文
化
財
愛

護
の
会
と
協
働
で「
土
浦
の
石

仏―

新
治
地
区
編―

」を
刊

行
、さ
ら
に
ガ
イ
ド
マッ
プ
も
作

成
し
、市
観
光
協
会
ほ
か
、東

京
観
光
案
内
所
、茨
城
マ
ル

シ
ェ
な
ど
に
配
布
を
依
頼
し
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
き
た
。

　
ど
ち
ら
も
大
変
好
評
で
、特

に
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
当
初
作
成

の
１
千
部
が
わ
ず
か
２
ヵ
月
余

り
で
品
切
れ
と
な
っ
た
た
め
、１

千
部
を
増
刷
し
た
が
、す
で
に

残
部
が
な
い
状
況
で
、さ
ら
に

追
加
増
刷
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
他
記
念
事
業
と
し
て

写
真
展
や
講
演
会
、石
仏
散
策 島　岡　宏　明

＜一括質問＞
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、散
策

会
は
電
話
受
け
付
け
開
始
か

ら
２
時
間
で
定
員
を
超
え
る

申
し
込
み
が
あ
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
、重
要
な
観
光
資
源
と

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、さ

ら
な
る
活
用
策
の
展
開
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
の

一
環
と
し
て
、新
治
商
工
会
に

お
い
て
は
、26・27
年
度
に
石
仏

散
策
会
を
実
施
し
て
お
り
、教

育
委
員
会
で
は
学
芸
員
を
派

遣
し
、そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い

る
。ま
た
、28
年
度
に
は
土
浦

市
が
養
成
し
て
い
る「
運
動
普

及
推
進
員
」の
団
体
が
、石
仏

案
内
を
含
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
新
治
の
文
化
遺
産
で
あ
る

石
仏
は
、特
徴
あ
る
石
造
物
文

化
が
発
展
し
て
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、「
筑
波
山
地
域
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
」の
中
で
も
主

要
な
ジ
オ
サ
イ
ト
候
補
地
と

し
て
検
討
し
て
い
る
。こ
の
魅

力
あ
る
自
然
と
文
化
遺
産
を

内
外
に
周
知
す
る
べ
く「
土
浦

市
山
ノ
荘
地
域
の
石
仏
散
策

＆
め
ざ
せ
筑
波
山
地
域
ジ
オ

パ
ー
ク
」と
題
し
た
イ
ラ
ス
ト

マッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
今
後
と
も
山
ノ
荘
地
域
の

文
化
遺
産
と
霞
ヶ
浦
、そ
し
て

土
浦
城
を
中
心
と
し
た
城
下

町
を
含
め
、魅
力
あ
る
文
化
遺

産
を
観
光
資
源
と
し
て
発
信

す
る
と
と
も
に
、国
に
お
い
て

提
唱
し
て
い
る「
日
本
遺
産
」

に
つ
い
て
も
、認
定
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
中
川
市
政
４
期
目
に
向
け

て
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
活
性
化

・
ア
ニ
メ
世
代
と
の
協
働
の
ま

ち
お
こ
し

【一括質問一括答弁方式と一問一答方式の違い】

一括質問一括答弁 一問一答

持ち時間 ９０分 ６０分

質問回数 ３回 無制限

方式

①質問事項をまとめ
て質問する。
　↓	
②市長 ( 執行部 ) が質
問された事項をま
とめて答弁。
　↓	
③答弁に対し、改め
て聞きたい場合再
度質問する。
　↓	
④再質問されてこと
について市長 (執行
部 ) 答弁。

それぞれの質問事項
ごとに質問と答弁を
行うこととし、質問
時間内であれば何度
でも質問することが
できる。



【
教
育
長
】

　
本
市
教
育
委
員
会
で
は
平

成
25
年
度
に
策
定
し
た「
土
浦

市
教
育
情
報
化
計
画
」に
基
づ

き
、児
童
生
徒
の
能
力
や
特
性

に
応
じ
た
学
習
や
、児
童
生
徒

相
互
に
教
え
合
う
協
働
的
な

学
び
を
推
進
す
る
た
め
、積
極

的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
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Ａ【
市
民
生
活
部
長
】

　
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
は
、ち
っ

素
と
炭
素
と
酸
素
を
そ
れ
ぞ

れ
二
重
結
合
で
結
ぶ
イ
ソ
シ
ア

ネ
ー
ト
基
を
持
っ
た
化
合
物
の

総
称
で
、そ
の
性
質
は
反
応
性

に
富
み
、か
つ
、そ
の
化
合
物
の

種
類
も
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
品
の
原
料
を

は
じ
め
、建
築
塗
料
や
舗
装
材
、

接
着
剤
な
ど
極
め
て
汎
用
性 井　上　圭　一

＜一括質問＞

Ｑ
　
大
気
汚
染
物
質

イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

に
つ
い
て
市
の
対

応
を
伺
う
。

の
高
い
物
質
で
あ
る
。こ
れ
は

寝
具
等
に
使
わ
れ
る
ス
ポ
ン
ジ

状
の
も
の
か
ら
、断
熱
材
に
使

わ
れ
る
硬
い
も
の
、ゴ
ム
状
の
も

の
な
ど
が
あ
り
、生
活
の
中
に

広
く
浸
透
し
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、全
国
的
に
外
壁
修
理

や
完
成
直
後
の
舗
装
道
路
の

周
辺
住
民
か
ら
体
調
に
変
調

を
き
た
し
た
と
の
事
例
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、化
学
物
質
過

敏
症
と
の
因
果
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

類
を
法
的
な
規
制
で
み
る
と
、

劇
毒
物
取
締
法
で
は
劇
物
に
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規

則
で
は
特
定
第
２
類
物
質
に

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、こ
れ

ら
は
作
業
環
境
保
全
に
特
化

し
た
規
制
で
あ
り
、大
気
汚
染

防
止
法
で
は
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

そ
の
も
の
が
規
制
の
対
象
外
と

な
って
い
る
。

　
近
年
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
健

康
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
会
議

が
開
か
れ
て
い
る
が
、日
本
に

お
い
て
は
未
だ
関
心
の
低
い
事

案
で
あ
り
、今
後
、厚
生
労
働

と
環
境
と
の
双
方
の
視
点
か

ら
国
レ
ベ
ル
で
議
論
す
べ
き
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、市
と
し
て
は
、ま
ず

は
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
等
の
関
連

情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、

国
や
県
の
環
境
法
令
等
の
改

正
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
霞
ケ
浦
の
水
質
浄
化
の
現

状
・
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域

・
乳
幼
児
の
４
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
不
足
に
対
す
る
市
の
対

応
・
平
和
に
つい
て

Ａ【
保
健
福
祉
部
長
】

　
介
護
保
険
料
算
定
に
当

た
っ
て
は
、保
険
料
を
負
担
す

る
こ
と
で
生
活
保
護
基
準
以

下
と
な
る
場
合
、保
険
料
を
よ

り
低
い
段
階
を
適
用
し
生
活

保
護
基
準
額
以
上
と
す
る
境

界
層
措
置
制
度
と
い
う
制
度

が
あ
る
が
、国
保
制
度
に
は
な

い
。　そ

こ
で
、国
民
健
康
保
険
を

納
付
す
る
こ
と
で
生
活
保
護 久　松　　　猛

＜一問一答＞

Ｑ
　
国
民
健
康
保
険

税
を
支
払
う
と
生

活
保
護
基
準
以
下

と
な
る
世
帯
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

基
準
以
下
と
な
る
国
保
加
入

世
帯
に
対
す
る
救
済
手
段
と

し
て
は
、「
土
浦
市
国
民
健
康

保
険
税
減
免
取
扱
要
項
」に

基
づ
く
、国
保
税
の
減
免
制
度

に
よ
る
、収
入
状
況
に
応
じ
た

段
階
的
な
減
免
に
よ
る
こ
と

と
な
る
。

　
こ
の
減
免
制
度
を
広
く
加

入
者
に
周
知
す
る
た
め
に
、納

税
通
知
書
を
送
付
す
る
際
、制

度
に
つ
い
て
説
明
し
た
添
え
書

き
を
同
封
、さ
ら
に
は
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
案
内
し

て
い
る
。

　
ま
た
、減
免
制
度
を
適
用
す

る
に
は
申
告
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
、未
申

告
者
への
申
告
勧
奨
な
ど
の
た

め
、訪
問
相
談
員
２
名
を
採
用

し
、あ
わ
せ
て
訪
問
時
に
お
い

て
世
帯
の
生
活
実
態
も
聴
取

し
て
い
る
。そ
の
際
、保
険
税
を

納
付
す
る
こ
と
で
生
活
が
ひ
っ

迫
し
て
い
る
と
の
相
談
を
受
け

た
場
合
、減
免
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
、周
知
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、納

税
通
知
書
の
添
え
書
き
に
、具

体
的
事
例
を
交
え
、わ
か
り
や

す
く
、ま
た
、目
立
つ
よ
う
に
工

夫
す
る
な
ど
、更
な
る
周
知
の

徹
底
を
図
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
長
選
挙
の
結
果

・
北
関
東・東
北
豪
雨
被
害
と

今
後
の
対
策

・
新
入
学
用
品
費
申
請
時
期

及
び
支
給
時
期
の
改
善
に
つ

い
て

Ｑ
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し

た
教
育
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い

く
の
か
。今
後
の
展

望
に
つ
い
て
伺
う
。

る
。

　
こ
の
計
画
で
は「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
す
べ
て
の
教
職
員
が
日
常

的
に
活
用
し
て
い
く
姿
を
目

指
す
」こ
と
と
し
、教
職
員
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
日
常
的
か
つ
効

果
的
に
使
っ
て
授
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、本
市
で
は
25・26
年
度

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
テ
ー
マ
に

し
た
研
究
を
し
、そ
の
成
果
と

し
て
、テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
や

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
利
用
し
た

授
業
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
多
く
の
情
報

を
提
供
し
た
り
、離
れ
た
学
校

同
士
な
ど
物
理
的
な
距
離
を

越
え
て
交
流
で
き
た
り
す
る

利
点
が
あ
り
、児
童
生
徒
が
そ

の
情
報
に
主
体
的
に
関
わ
れ
る

よ
う
な
工
夫
を
先
生
が
行
う

こ
と
で
、よ
り
効
果
的
な
学
習

が
で
き
る
。一方
で
、視
覚
的
要

素
が
強
い
た
め
、学
ん
だ
つ
も

り
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、市

で
は
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
情

報
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、先
生
を
手
助
け
し
て
い

る
。

　
先
生
と
児
童
生
徒
が
一
対
一

で
考
え
る
、紙
と
黒
板
を
中
心

と
し
た
従
来
の
学
習
に
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
組
み
込

む
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
質

の
高
い
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、「
生
き
る
力
」を
身
に

つ
け
た
児
童
生
徒
が
育
成
で

き
る
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
小
中
一貫
教
育
完
全
実
施
に

向
け
て
の
小
中
学
区
割
り

下　村　壽　郎
＜一問一答＞

Ａ【
市
長
】

　
平
成
30
年
に
開
催
さ
れ
る

世
界
湖
沼
会
議
の
開
催
地
に

つ
い
て
、27
年
10
月
１
日
に
国

際
湖
沼
環
境
委
員
会
か
ら
茨

城
県
に
決
定
さ
れ
た
と
の
発

表
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
開
催
地
決
定
を
受

け
、本
市
と
し
て
も
前
回
の
世

界
湖
沼
会
議
の
開
催
か
ら
20

年
が
経
過
し
、改
め
て
流
域
全

体
の
水
質
浄
化
意
識
の
高
揚

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ

Ｑ
　
第
17
回
世
界
湖

沼
会
議
へ
の
土
浦

市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

る
こ
と
、ま
た
、新
た
な
取
り

組
み
の
宣
言
が
採
択
さ
れ
れ

ば
、水
環
境
の
回
復
と
管
理
、

新
た
な
技
術
の
受
発
信
の
場
の

創
造
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、こ
の
報
せ
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。　

　
現
在
の
進
捗
状
況
で
あ
る

が
、28
年
11
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
リ
島
で
第
16
回
世
界
湖

沼
会
議
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、

国
際
湖
沼
環
境
委
員
会
は
こ

れ
に
向
け
奔
走
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、本
県
開
催
の
第
17
回
の

会
議
内
容
や
規
模
、経
費
算

定
な
ど
に
つ
い
て
は
未
確
定
で

あ
り
、今
後
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
な
る
。

　
県
に
お
い
て
も
未
だ
具
体
的

な
動
き
は
な
い
が
、今
後
、会

議
の
開
催
に
向
け
、茨
城
県
、

周
辺
市
町
村
、関
係
機
関
及

び
団
体
等
と
連
携
を
密
に
し

て
準
備
を
進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
人
口
減
少
問
題
への
対
応

沼　田　義　雄
＜一括質問＞

【
保
健
福
祉
部
長
】

　
高
齢
者
が
積
極
的
に
外
出

す
る
こ
と
は
、社
会
性
や
健
康

を
維
持
す
る
う
え
で
必
要
な

こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
の
移

動
手
段
の
確
保
は
重
要
で
あ

Ｑ
　
路
線
バ
ス
を
利

用
し
て
い
る
高
齢

者
に
対
す
る
施
策

を
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。ま

た
、
土
浦
市
地
球
温

暖
化
防
止
行
動
計

画
に
示
さ
れ
て
い

る
路
線
バ
ス
の
利

用
活
性
化
に
つ
い

て
伺
う
。

る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
こ
と
か

ら
、公
共
交
通
空
白
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
及
び
外
出
支
援
を
図
る

た
め
、「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土

浦
」の
年
会
費
の
助
成
を
行

い
、低
額
で
気
軽
に
外
出
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

高
齢
者
に
対
す
る
補
助
事
業

等
の
施
策
を
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、公
共
交
通
空
白
地
域
の
方

な
ど
、利
用
し
た
く
て
も
利
用

で
き
な
い
方
も
お
り
、公
平
性

が
担
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

市
内
の
す
べ
て
の
高
齢
者
が
利

用
で
き
、ま
た
、公
共
交
通
空

白
地
域
を
カ
バ
ー
で
き
る「
の

り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦
」の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
都
市
整
備
部
長
】

　
本
市
で
は
市
域
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
を
目
的
に「
土
浦

市
地
球
温
暖
化
防
止
行
動
計

画
」を
策
定
し
て
い
る
。当
計

画
に
は
行
政
の
取
り
組
み
の一

つ
と
し
て
、公
共
交
通
機
関
等

の
利
用
を
促
進
し
、自
家
用
車

の
利
用
を
抑
え
る
こ
と
で
、温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
路
線
バ
ス
利

用
活
性
化
」を
挙
げ
て
い
る
。

　
公
共
交
通
機
関
等
の
利
用

促
進
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
だ
け
で
な
く
、高
齢
者
の
足

と
な
る
地
域
公
共
交
通
を
維

持・存
続
す
る
た
め
に
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
路
線
バス
の
利
用
促
進

策
を
継
続
し
、温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、免
許
を
持
た
な
い
お
年
寄

り
で
も
気
軽
に
外
出
で
き
る

よ
う
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
交
通
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
施

策
、新
協
同
病
院
へ
の
取
り

組
み

海老原 　一　郎
＜一括質問＞

議
会
史

「
土
浦
市
議
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
の
有
償
頒
布

　
土
浦
市
議
会
で
は
、「
土

浦
市
議
会
五
十
年
の
あ
ゆ

み
」を
有
償
で
頒
布
し
て
い

ま
す
。（
平
成
４
年
発
行
）。

　
こ
れ
は
、市
制
施
行
50
周

年
の
後
、土
浦
市
議
会
と
し

て
初
め
て
刊
行
し
た
議
会

史
で
、市
制
施
行
か
ら
50
年

間
に
わ
た
る
市
議
会
の
活

動
記
録
が
詳
細
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
内
外
の
出
来
事
な
ど

も
年
代
ご
と
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、当
時
の
時
代
背
景

を
回
想
す
る
に
も
最
適
な

１
冊
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、別
冊
と
し
て
写
真

集
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
市
が
誕
生
す
る
以
前
、明

治
時
代
か
ら
の
土
浦
市
の

発
展
の
様
子
が
う
か
が
え

る
大
変
貴
重
な
写
真
が
約

800
枚
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
懐
か
し
の
土
浦
を
思
い
出

す
の
に
、ま
た
、昔
の
土
浦
を

知
ら
な
い
お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
に
土
浦
の
歴
史
を
お
話

し
さ
れ
る
の
に
最
適
な
１
冊

か
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。○頒

布
価
格（
１
セ
ッ
ト
）

　
　
３
，０
０
０
円（
税
込
）

○
申
込
方
法

　
　
ま
ず
は
左
記
ま
で

　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

　
　
土
浦
市
議
会
事
務
局

　
　
☎（
８
２
６
）１
１
１
１

　
　
　
　
　  

内
２
２
７
７

※

残
部
数
わ
ず
か
と
な
って

お
り
ま
す
。



Ａ【
都
市
整
備
部
長
】

　
本
市
は
、つ
く
ば
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
と
霞
ヶ
浦
自
転
車
道
の

結
節
点
に
あ
た
り
、水
郷
筑
波

サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
整
備
事
業

を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
役

割
を
担
って
い
る
。そ
の
中
で
も

川
口
二
丁
目
地
区（
プ
ロ
パス
ト

跡
地
）は
、本
市
に
と
って
ま
ち

づ
く
り
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。　

　
本
地
区
の
将
来
構
想
と
し

て
は
、「
ま
ち
な
か
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」に
お
い
て
、公
共
と
民

間
に
よ
る
飲
食
施
設
や
サ
イ

ク
リ
ン
グ・ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
拠
点
、

親
水
公
園
な
ど
の
機
能
導
入

を
進
め
、併
せ
て
マ
リ
ー
ナ
に
お

け
る
水
上
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
楽

し
め
る
よ
う
な
場
と
し
て
の
絵

を
描
い
て
い
る
。

 

現
在
は
、土
地
活
用
の
具
現

化
を
図
る
た
め
、民
間
事
業
者

の
意
向
把
握
を
進
め
て
お
り
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
た
め
の
拠
点

施
設
と
し
て
も
活
用
で
き
る

よ
う
、サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
機
能
導
入
も
併
せ
て
検
討

し
て
い
る
。

　
な
お
、旧
き
ら
ら
館
跡
地
の

利
活
用
に
つい
て
は
、Ｊ
Ｒ
な
ど

の
公
共
交
通
を
利
用
す
る
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
暫
定
利
用
も
含
め
、

今
後
、検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。　現

在
、茨
城
県
が
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
水
郷
筑
波
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環

境
整
備
事
業
は
、霞
ヶ
浦
や
筑

波
山
な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
活
か
し
、交
流
人
口
の

増
加
を
図
る
う
え
で
大
変
有

効
な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
を
ツ
ー
ル
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、事
業
者
や
関
係
団
体
等

と
協
働
に
よ
り
、サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
み
な
さ
ま
が
本
市
の
魅
力

を
体
感
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
霞
ヶ
浦
総
合
公
園
水
郷
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

補
修
の
予
定

　⑤　土浦市議会だより　Vol.220　平成 28年２月 16日発行

勝　田　達　也
＜一括質問＞

Ｑ
　「
仮
称
　
水
郷
筑

波
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
」
を
市
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ

け
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
見
解
を
問

う
。

Ａ【
市
長
公
室
長
】

　
新
治
地
区
の
藤
沢
・
斗
利

出・山
ノ
荘
小
学
校
に
つい
て
は

１
つ
の
小
学
校
に
再
編
成
し
、

新
治
中
学
校
敷
地
内
に
施
設
一

体
型
の
小
中
一貫
校
を
新
設
し

て
、平
成
30
年
度
の
開
校
を
目

指
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、廃
校
が
見
込

ま
れ
る
３
つ
の
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、現
在
避
難

所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、市
民
の
生
命
、身
体
を

守
る
、防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
や
、ス
ポ
ー
ツ
等
を
通
し
た

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
形
成
の

場
の
確
保
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。一方
、市
役
所
の
新
庁

舎
移
転
に
伴
い
閉
鎖
と
な
っ
た

旧
庁
舎
や
新
治
庁
舎
等
、６
つ

の
公
共
施
設
の
跡
地
利
活
用

に
つい
て
は
、外
部
委
員
に
よ
る

公
共
施
設
跡
地
利
活
用
方
針

策
定
委
員
会
に
お
い
て
、転
用

や
貸
付
な
ど
の一
定
の
方
向
性

を
出
す
た
め
に
先
行
し
て
検

討
を
行
い
、今
後
、庁
内
で
決

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、３

小
学
校
の
跡
地
利
活
用
の
方

向
性
に
つ
い
て
も
同
様
に
、庁

内
に
お
い
て
需
要
調
査
を
行
っ

た
う
え
で
、転
用
や
売
却
な
ど

市
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
全

市
的
な
視
点
か
ら
決
定
し
た

い
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
小
町
の
里
の
活
性
化

・
そ
ば
ま
つ
り

鈴　木　一　彦
＜一括質問＞

Ｑ
　
藤
沢
・
斗
利
出
・

山
ノ
荘
小
学
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い

て
の
方
向
性
を
伺

う
。

Ａ【
総
務
部
長
】

　
土
浦
市
役
所
新
庁
舎
の
水

害
への
備
え
で
あ
る
が
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
新
庁
舎
付
近
は
最

大
５ｍ
の
浸
水
に
な
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、水
害
時
に

お
け
る
電
源
確
保
に
つ
い
て
、

地
下
の
電
気
施
設
が
水
没
し 小　坂　　　博

＜一括質問＞

Ｑ
　
土
浦
市
の
低
地

の
市
街
地
（
市
役

所
・
民
地
（
ビ
ル

等
））
に
お
け
る
水

害
へ
の
備
え
と
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

・
ゴ
ミ
収
集

・
小
学
校
統
廃
合
、幼
稚
園・

保
育
園
の
民
間
活
力
導
入
、

児
童
館
の
配
置
等
の一体
的

な
検
討

・
新
治
運
動
公
園
の
芝
生
化
、

サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備

た
場
合
と
送
電
が
停
止
し
た

場
合
に
つ
い
て
検
討
し
、対
策

を
講
じ
た
。

　
浸
水
対
策
で
あ
る
が
、地
下

に
設
置
さ
れ
て
い
た
受
電
設
備

を
３
階
に
移
設
す
る
と
と
も

に
、ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
変
電

設
備
の一
部
を
３
階
に
新
設
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、電
力
会
社

か
ら
の
送
電
が
続
く
限
り
、一

部
の
窓
口
や
災
害
対
策
本
部

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
って
い
る
。

　
送
電
が
停
止
し
た
場
合
の

対
策
と
し
て
は
、建
物
の
屋
上

に
約
72
時
間
稼
働
で
き
る
180

Ｋ
Ｖ
Ａ
の
非
常
用
発
電
機
を

新
規
で
設
置
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、一部
の
重
要
設
備
への
電
源

供
給
が
可
能
と
な
る
。

　
水
害
避
難
時
の
民
地（
ビ
ル

等
）利
用
に
つい
て
は
、オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
な
ど
は
避
難
者
を
受
け

Ａ【
都
市
整
備
部
長
】

　
国
道
６
号
土
浦
バ
イ
パス
は
、

土
浦
市
内
の
交
通
渋
滞
緩
和
、

安
全
性
の
確
保
を
目
的
に
計

画
さ
れ
た
、土
浦
市
中
か
ら
中

貫
の
工
業
団
地
入
口
交
差
点

に
至
る
延
長
約
8.8
㎞
の
バ
イ
パ 塚　原　圭　二

＜一括質問＞

Ｑ
　
国
道
６
号
（
土
浦

バ
イ
パ
ス
）
原
の
前

交
差
点
周
辺
の
片

側
２
車
線
化
に
伴

う
安
全
対
策
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

ス
で
、現
在
、事
業
主
体
で
あ
る

国
土
交
通
省
に
お
い
て
２
車
線

区
間
と
な
っ
て
い
る
新
東
橋
、

上
高
津
高
架
橋
、常
名
高
架

橋
の
上
部
工
事
が
行
わ
れ
、平

成
28
年
度
の
全
線
４
車
線
供

用
を
目
指
し
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
土
浦
バ
イ
パ
ス
の
全
線
４
車

線
化
に
よ
り
交
通
の
円
滑
化

が
図
ら
れ
る
が
、土
浦
バ
イ
パス

と
２
車
線
道
路
で
あ
る
現
国

道
６
号
と
の
接
続
部
が
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
り
、交
通
渋
滞
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
接
続
部
の
設
計
内
容

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、東
京
方

面
へ
は
花
室
川
お
よ
び
国
道
354

号
を
ま
た
ぐ
新
東
橋
を
渡
り
、

中
村
交
差
点
の
手
前
で
２
車

線
か
ら
１
車
線
へ
と
車
線
を
絞

り
、現
道
へ
の
す
り
つ
け
を
行

う
と
の
こ
と
で
、こ
れ
は
、安
全

性
確
保
の
観
点
か
ら
交
通
管

理
者
で
あ
る
警
察
と
の
協
議

も
踏
ま
え
た
結
果
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、土
浦
バ
イ
パ
ス

４
車
線
供
用
後
も
、中
村
交
差

点
を
含
め
、こ
れ
よ
り
南
側
に

位
置
す
る
原
の
前
交
差
点
は
、

現
在
の
形
状
と
変
わ
ら
ず
、４

車
線
化
の
影
響
は
少
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、供
用
開
始
後

に
安
全
上
問
題
が
生
じ
る
よ

う
な
場
合
は
、安
全
確
保
の
た

め
、道
路
管
理
者
の
国
土
交
通

省
お
よ
び
警
察
と
も
協
議
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、合
流
地
点
か
ら
学
園

東
大
通
り
ま
で
の
牛
久
土
浦
バ

イ
パ
ス
は
事
業
化
さ
れ
て
お

り
、こ
の
整
備
に
よ
り
原
の
前

交
差
点
の
渋
滞
の
解
消
と
安

全
性
の
向
上
が
図
れ
る
こ
と
か

ら
、今
後
と
も
国
に
対
し
て
整

備
促
進
の
要
望
活
動
を
行
って

ま
い
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
小
学
生
の
自
転
車
乗
車
時

の
ヘル
メッ
ト
着
用
の
検
討

入
れ
る
態
勢
が
整
っ
て
い
な
い

こ
と
、避
難
場
所
が
分
散
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
安
否
確
認
や
食

料
供
給
な
ど
の
支
援
が
困
難

に
な
る
こ
と
、さ
ら
に
は
事
態

が
悪
化
し
た
場
合
に
救
出
救

助
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
な

ど
か
ら
、避
難
所
に
は
適
さ
な

い
と
考
え
る
。

　
水
害
時
に
お
け
る
避
難
に
つ

い
て
は
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、本
市

の
防
災
計
画
で
は
、市
役
所
周

辺
の
駅
前
地
区
な
ど
中
心
市

街
地
の
住
民
は
、土
浦
二
中
や

真
鍋
小
学
校
、都
和
南
小
学

校
な
ど
、高
台
の
学
校
を
避
難

所
と
し
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
も
、警
戒
段
階

か
ら
早
め
の
対
応
に
努
め
て
い

く
が
、市
民
の
方
々
も
早
め
早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ【
保
健
福
祉
部
長
】

　
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

平
成
25
年
度
国
民
生
活
基
礎

調
査
に
よ
る
と
、日
本
の
子
ど

も
の
貧
困
率
は
16.3
％
に
達
し
、

こ
の
調
査
を
は
じ
め
た
昭
和
60

年
以
来
過
去
最
悪
と
な
り
、18

歳
未
満
の
子
ど
も
の
６
人
に
１

人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。中
で
も
母
子
家
庭

な
ど
の「
ひ
と
り
親
世
帯
」の

子
ど
も
の
貧
困
率
は
54.6
％
で
、

深
刻
な
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、母
子
世

帯
が
増
え
た
こ
と
、働
く
母
親

の
多
く
が
非
正
規
雇
用
で
あ

る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い 福　田　一　夫

＜一括質問＞

Ｑ
　
子
ど
も
の
貧
困

の
実
態
に
つ
い
て

伺
う
。

る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
厚
生
労
働
省
の
調
査

は
、全
国
か
ら
無
作
為
抽
出
し

た
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
い
る
た

め
、本
市
の
貧
困
率
を
示
す
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、次
の

項
目
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

○
準
要
保
護
を
受
け
て
い
る

児
童・生
徒
数（
27
年
11
月

１
日
現
在
）１
千
175
人
。全

児
童・生
徒
数
に
占
め
る
割

合
は
10.7
％
。

○
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る

生
活
保
護
世
帯
数
及
び
子

ど
も
の
数（
27
年
11
月
末
現

在
）38
世
帯
、70
人
。全
世

帯
数
に
占
め
る
割
合
0.06
％
、

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数

に
占
め
る
割
合
0.32
％
。

○
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世

帯
及
び
対
象
児
童
数（
27

年
10
月
末
現
在
）１
千
502

世
帯
、対
象
児
童
数
２
千
181

人
。全
世
帯
に
占
め
る
割
合

2.35
％
、18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
数
に
占
め
る
割
合
9.85
％
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・土
浦
市
の
就
労
支
援



Ａ【
都
市
整
備
部
長
】

　
小
松
坂
下
交
差
点
は
、茨

城
県
が
都
市
計
画
道
路
荒
川

沖
木
田
余
線
道
路
事
業
と
し

て
整
備
を
行
っ
た
国
道
125
号
線

と
の
交
差
点
で
、こ
の
交
差
点

部
を
含
む
土
浦
市
小
岩
田
地

内
か
ら
小
松
地
内
ま
で
延
長
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Ａ【
教
育
部
長
】

　
公
立
学
校
の
消
火・設
備
点

検
に
つい
て
は
、火
災
報
知
設
備

等
の
機
器
点
検
を
年
２
回
、防

排
煙
設
備
や
消
火
栓
設
備
等

の
総
合
点
検
を
年
１
回
実
施
し
、

そ
の
結
果
、不
具
合
の
指
摘
を

受
け
た
と
こ
ろ
は
速
や
か
に
修

繕
等
を
行
って
い
る
。

　
な
お
、点
検
に
つい
て
は
消
防

設
備
士
ま
た
は
消
防
設
備
点

検
資
格
者
の
資
格
を
必
要
と

す
る
こ
と
か
ら
、本
市
で
は
民 荒　井　　　武

＜一括質問＞

Ｑ
　
公
立
学
校
お
よ

び
一
般
建
築
物
に

お
け
る
消
火
・
設

備
点
検
に
つ
い
て

伺
う
。

間
業
者
に
委
託
し
て
お
り
、幼

稚
園
は
毎
年
、小
中
学
校
は
３

年
に
１
度
本
市
消
防
本
部
への

報
告
を
行
って
い
る
。

　
消
火
器
に
つい
て
は
、各
学
校

に
設
置
後
５
年
経
過
の
機
器
を

対
象
に
再
充
填
を
兼
ね
た
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、容

器
の
耐
用
期
限
を
迎
え
る
機
器

に
つい
て
は
適
宜
更
新
し
て
い
る
。

　
今
後
も
点
検
を
実
施
し
た

際
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
優

先
順
位
を
つ
け
、計
画
的
に
対

応
を
図
り
た
い
。

【
消
防
長
】

　
消
防
用
設
備
を
設
置
し
て
い

る一般
的
な
建
築
物
に
つい
て
消

防
法
で
は
、建
築
物
の
構
造
、階

数
、用
途
等
に
よ
り
、自
動
火
災

報
知
設
備
や
屋
内
消
火
栓
な

ど
の
設
置
が
必
要
と
な
る
。

　
消
防
は
建
築
物
の
新
築
等
の

際
防
火
対
象
物
使
用
開
始
検

査
を
行
い
、そ
の
後
は
管
理
権

原
者
が
点
検
を
実
施
し
、維
持

管
理
す
る
こ
と
と
なって
い
る
。

　
消
防
用
設
備
等
は
、日
頃
か

ら
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、消
防
法
で
は

消
防
用
設
備
等
の
設
置
が
義

務
と
な
る
全
て
の
防
火
対
象
物

に
点
検
及
び
消
防
機
関
への
報

告
を
義
務
付
け
て
い
る
。ま
た
、

１
千
㎡
以
上
の
防
火
対
象
物
は
、

消
防
設
備
士
ま
た
は
点
検
資

格
者
の
資
格
を
有
し
て
い
る
者

が
点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。消
防
で
は
提

出
さ
れ
た
点
検
結
果
報
告
書

を
審
査
し
、内
容
に
不
備
が

あ
っ
た
場
合
、改
善
計
画
書
の

提
出
を
求
め
指
導
し
て
い
る
が
、

報
告
書
が
未
提
出
で
あ
る
建
築

物
に
あ
って
は
、消
防
職
員
が
立

入
検
査
す
る
な
ど
指
導
を
行
っ

て
お
り
、今
後
と
も
、消
防
法
令

の
違
反
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
関
東
東
北
豪
雨（
常
総
市

等
）

Ａ【
産
業
部
長
】

　
観
光
客
の
増
加
を
図
る
た

め
に
は
、よ
り
効
果
的
な
地
域

の
魅
力
の
発
信
が
大
変
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、土
浦
市
観
光

基
本
計
画
で
は
、７
つ
の
観
光

振
興
戦
略
の
柱
の一つ
に「
情
報

発
信
の
推
進
」を
位
置
付
け
、

戦
略
的
に
本
市
の
情
報
発
信

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
発
信
」

「
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の 柴　原　伊一郎

＜一括質問＞

Ｑ
　
土
浦
市
観
光
基

本
計
画
策
定
後
の

誘
客
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

新
庁
舎
へ
の
き
ら
ら
館
の
整

備
」「
つ
ち
う
ら
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョン
事
業
の
推
進
」「
積
極
的

な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
」

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
ま
た
、周
辺
自
治
体
と
連
携

し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つい
て
は
、茨

城
県
及
び
県
内
市
町
村
や
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
者
等
で
組
織

す
る「
漫
遊
い
ば
ら
き
観
光

キ
ャ
ンペ
ー
ン
推
進
協
議
会
」や

「
霞
ヶ
浦
広
域
観
光
ル
ー
ト
促

進
協
議
会
」「
筑
波
ブ
ロッ
ク
広

域
観
光
連
絡
協
議
会
」な
ど
を

通
じ
て
、協
働
で
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
、観
光
客
の
誘
致
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
、今
年
度
と
り
ま
と

め
た「
土
浦
市
ま
ち・ひ
と・し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
推
進

し
、ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
し
、

本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
強

力
に
発
信
し
、一人
で
も
多
く
の

人
に
本
市
を
選
択
し
続
け
て

も
ら
う
た
め
、「
つ
ち
う
ら
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
戦
略
プ
ラ

ン（
案
）」の
策
定
に
着
手
し
、年

度
内
の
策
定
を
目
指
し
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、プ
ラ
ン
に
は「
市
民
レ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
」

「
行
政
情
報
を
発
信
す
る
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
の
開
設
」「
山
手
線

へ
の
中
吊
り
広
告
の
掲
出
」な

ど
と
いっ
た
事
業
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
こ
と
で
、地
域

間
の
競
争
力
を
強
化
し
、認
知

度・知
名
度
の
向
上
や
、情
報
交

流
の
拡
大
、全
庁
的
に
本
市
の

魅
力
を
発
信
し
、観
光
誘
客
等

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、定

住
人
口
の
増
加
を
図
り
、本
市

の
活
力
の
向
上
と
賑
わ
い
の
創

出
に
つ
な
げ
、存
在
感
が
あ
り
、

選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
た
い
。

Ｑ
　
小
松
坂
下
交
差

点
の
立
体
化
の
見

通
し
及
び
交
差
点

の
危
機
回
避
策
に

つ
い
て
伺
う
。

約
２
㎞
の
区
間
は
、昭
和
55
年

に
着
手
さ
れ
た
。

　
当
初
は
立
体
交
差
で
事
業

を
進
め
て
い
た
が
、そ
の
後
の
交

通
量
の
推
移
か
ら
、当
面
の
間

は
平
面
交
差
と
し
て
暫
定
的

に
整
備
し
供
用
す
る
こ
と
と

し
、現
在
の
形
で
あ
る
暫
定
平

面
４
車
線
で
平
成
23
年
度
に

事
業
を
完
了
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
こ
の
交
差
点
は
、荒
川
沖
木

田
余
線
の
中
央
部
に
立
体
道

路
の
た
め
の
橋
脚
用
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
幅
員
が
広
く
、国
道

125
号
か
ら
の
右
折
車
両
の
反

対
車
線
へ
の
逆
走
や
、横
断
歩

道
が
長
い
た
め
高
齢
者
が
青

信
号
の
間
に
渡
り
き
れ
な
い
な

ど
の
危
険
な
状
況
が
顕
在
化

し
て
い
る
。こ
の
た
め
県
で
は
、

右
折
車
両
の
行
先
が
わ
か
り

や
す
く
な
る
よ
う
路
面
に
カ

ラ
ー
の
矢
印
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、矢
印
に
連
動
し
た
案
内

表
示
板
を
設
置
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　
議
員
か
ら
は
、立
体
化
の
計

画
が
な
い
な
ら
中
央
分
離
帯

を
車
道
に
し
、歩
道
を
広
く
し

た
ら
ど
う
か
と
の
ご
提
案
を
い

た
だ
い
た
が
、立
体
化
の
計
画

が
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、中
央
分
離
帯
を
車

道
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
県
で
は
供
用
開
始
後
の
通

学
路
の
安
全
確
保
や
誤
進
入

防
止
の
対
策
を
講
じ
、そ
の
効

果
お
よ
び
状
況
の
変
化
を
確

認
し
な
が
ら
、問
題
が
あ
れ
ば

そ
の
都
度
次
の
対
策
を
講
じ

て
お
り
、今
後
も
同
様
に
対
応

し
た
い
と
し
て
い
る
。

今　野　貴　子
＜一括質問＞

Ａ【
市
長
】

　
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

本
市
に
と
って
重
要
な
中
核
病

院
で
あ
る
。基
本
的
な
医
療
機

能
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た

す
ほ
か
、第
２
次
救
急
医
療
体

制
と
し
て
、夜
間
に
お
け
る
入

院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症

救
急
患
者
の
医
療
を
確
保
し
、

午
後
６
時
か
ら
翌
日
午
前
８

時
ま
で
土
浦
協
同
病
院
及
び

東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー
と
と
も
に
、病
院
群
輪

Ｑ
　
霞
ヶ
浦
医
療
セ

ン
タ
ー
内
の
空
き

地
に
病
棟
を
建
設

し
、
よ
り
充
実
し
た

病
院
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の

見
解
を
問
う
。

番
制
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、近
年
、病
院
と
地
域

の
診
療
所
、開
業
医
と
の
連

携
、す
な
わ
ち
病
診
連
携
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、本
市

に
お
い
て
も
土
浦
市
医
師
会
と

共
同
し
て
、か
か
り
つ
け
医
を

持
つ
こ
と
を
啓
発
し
て
い
る
。

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ

て
は
、平
成
20
年
５
月
に
他
の

医
療
機
関
か
ら
紹
介
患
者
への

医
療
提
供
や
医
療
機
器
等
の

共
同
利
用
等
を
通
じ
て
か
か

り
つ
け
医
を
支
援
し
、地
域
医

療
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
地

域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
県

か
ら
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、す
で
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、寄
附
講
座
の
実
施

効
果
は
大
変
著
し
い
も
の
が
あ

り
、医
師
の
増
員
と
診
療
科
目

の
増
加
に
よ
り
、外
来
患
者
、

入
院
患
者
、そ
し
て
救
急
搬
送

受
け
入
れ
人
数
が
い
ず
れ
も

増
加
し
て
い
る
。

　
な
お
、手
術
や
救
急
患
者
に

対
応
す
る
急
性
期
医
療
を
経

過
し
た
患
者
の
在
宅
復
帰
支

援
を
行
う
病
棟
の
確
保
の
た

め
の
、地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の

設
置
に
つい
て
も
、ほ
ぼ
決
定
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
事
業
で

あ
り
、感
謝
と
期
待
を
持
っ
て

い
る
。

　
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー
の
鈴

木
院
長
か
ら
は
、新
病
院
建
て

替
え
は
悲
願
で
あ
り
、こ
れ
ま

で
の
本
市
か
ら
の
支
援
に
よ
り

建
て
替
え
に
向
け
て
の
周
辺

環
境
は
だ
い
ぶ
整
っ
て
き
た
も

の
と
感
じ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、新
規
建
て
替
え
の

方
向
性
が
示
さ

れ
た
暁
に
は
、市

と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
が
考

え
ら
れ
る
の
か
、

前
向
き
に
検
討

し
て
ま
い
り
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
４
期
目
の
市
長
選
立
候
補

に
向
け
て
の
選
挙
公
約
に
つ

い
て

松　本　茂　男
＜一問一答＞

　
本
市
と
し
て
も
、で
き
る
限

り
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、必
要
に
応
じ
て

県
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
今
後
４
年
間
の
市
政
方
針

に
つい
て

・
蓮
河
原
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
つい
て

＜インターネットで市議会の模様が見られます＞
　土浦市のホームページから「土浦市議会事務局」→「本会議録
画配信」を選択してください。

＜議会の会議録は次の施設で閲覧できます＞
〇土浦市立図書館　　　〇各中学校区の地区公民館
〇支所・出張所（南・上大津・都和・神立・新治）
※最新となる会議録（Ｈ27第4回）は、２月下旬に閲覧可能です。

【平成 28 年 第１回定例会日程】
日 曜 開議時間
2/19 金 午前 10時 招集告示・議会運営委員会
20 土
21 日
22 月 代表質問・一般質問通告受付
23 火 代表質問・一般質問通告締め切り
24 水
25 木
26 金 請願・陳情受付締め切り
27 土
28 日
29 月
3/1 火 午前 10時 本会議（招集日）
2 水

休　会
3 木
4 金
5 土
6 日
7 月 午前 10時 本会議（代表質問・一般質問）・議案質疑締め切り
8 火 午前 10時 本会議（一般質問）
9 水 午前 10時 本会議（一般質問・議案質疑）
10 木

休　会（休会中に常任委員会）
討論通告締め切り（委員会終了翌日）

11 金
12 土
13 日
14 月
15 火 午前 10時 本会議（最終日）
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公
明
党
土
浦
市
議
団
の
平

成
28
年
度
活
動
は
、「
活
動
方

針
」
で
掲
げ
た
３
つ
の
柱
を

中
心
に
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
に
は
、
空
き
家
・

空
き
地
対
策
、
二
人
目
以
降

の
保
険
料
の
完
全
無
料
化
、

　⑦　土浦市議会だより　Vol.220　平成 28年２月 16日発行

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の

空
き
店
舗
利
活
用
の
促
進
、

水
道
料
金
の
見
直
し
、Ｊ
Ｒ

と
交
差
す
る
踏
切
の
整
備
補

修
要
望
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育

の
充
実
化
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
な
ど
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
密
接
し
た
問
題
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
者
人
口
は
増

え
続
け
、
２
０
２
５
年
に
は

本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
率

が
30.9
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
人
口
減
少
も
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
医
療
・
介
護
・
生
活
な
ど
、

市
民
の
み
な
さ
ま
が
ご
心
配

に
な
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。私
た
ち
公
明
党
土

浦
市
議
団
は
、
そ
れ
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
に
耳
を
傾
け
、

市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
郁
文
会
の

活
動
方
針
は
、
本
市
の
財
政

状
況
を
ふ
ま
え
、
予
算
に

沿
っ
た
実
現
可
能
な
政
策
提

言
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
施

策
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の

は
、
水
郷
筑
波
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
整
備
に
関
す
る

も
の
で
す
。
筑
波
山
か
ら

霞
ヶ
浦
を
一
周
す
る
総
延
長

170
㎞
の
日
本
一
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
計
画

は
、
水
と
緑
の
自
然
美
あ
ふ

れ
る
環
境
の
中
心
に
位
置
す

る
本
市
と
し
て
は
、
積
極
的

に
取
り
組
む
課
題
と
考
え
て

お
り
、
昨
年
８
月
に
は
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
聖
地
と
呼
ば
れ

る
「
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
を
自
転
車

に
て
試
走
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
そ
の
他
、
次
世
代
の
担
い

手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
環

境
整
備
に
関
す
る
こ
と
や
、

生
活
道
路
、
上
下
水
道
の
整

備
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ま

が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
、

生
活
に
密
着
し
た
課
題
を
市

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
集 

会
派
の
主
張
Ⅱ

郁　文　会郁　文　会
◎海老原一郎④ (62)
　篠塚　昌毅③ (59)
　下村　壽郎① (60)
　塚原　圭二① (54)
　勝田　達也① (52)

◎海老原一郎④ (62)
　篠塚　昌毅③ (59)
　下村　壽郎① (60)
　塚原　圭二① (54)
　勝田　達也① (52)

明　政　会明　政　会
◎寺内　　充⑤ (63)
　折本　　明⑩ (76)
　吉田　博史⑤ (58)
　栁澤　　明④ (64)
　今野　貴子① (58)

◎寺内　　充⑤ (63)
　折本　　明⑩ (76)
　吉田　博史⑤ (58)
　栁澤　　明④ (64)
　今野　貴子① (58)

〇
な
ん
と
いって
も
平
和
が
一
番

　
歴
代
自
民
党
政
権
も
集
団

的
自
衛
権
は
憲
法
上
許
さ
れ

な
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

国
民
の
８
割
が
戦
争
法
の
政

府
の
説
明
は
不
十
分
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
９
割
の
憲
法

学
者
、
元
最
高
裁
長
官
、
元

最
高
裁
判
事
も
、
そ
し
て
日

本
弁
護
士
連
合
会
も
憲
法
違

反
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
憲
法
を
無
視
し
て
安

倍
政
権
は
こ
れ
を
押
し
通
し

ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
野
党
は

◎久　松　猛⑨ (71)
　井上　圭一① (53)
◎久　松　猛⑨ (71)
　井上　圭一① (53)

　
明
政
会
は
「
よ
り
住
み
や

す
い
土
浦
」
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
安
心
・
安
全
な
生
活

環
境
と
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
再
生
が
必
要
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
施
策
と
し

て
、
協
同
病
院
や
霞
ヶ
浦
医

療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

高
度
な
医
療
施
設
を
核
に
し

た
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
テ
ィ
構
想

や
、
交
通
弱
者
の
た
め
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
以
外
の
移

動
手
段
の
確
保
（
神
立
駅
、

荒
川
沖
駅
を
起
点
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
）
、

つ
く
ば
市
と
直
接
結
ぶ
新
交

通
シ
ス
テ
ム
の
研
究
な
ど
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
賑
わ
い
や
楽
し
み

の
あ
る
街
に
す
る
た
め
に

は
、
土
浦
駅
か
ら
亀
城
公
園

間
の
人
の
流
れ
が
必
要
で
あ

ろ
う
と
考
え
、
中
央
地
区
に

核
と
な
る
文
化
施
設
等
の
誘

致
を
行
い
ま
す
。
南
部
地
区

に
お
い
て
は
、
民
営
化
さ
れ

る
公
設
市
場
と
隣
接
す
る
乙

戸
沼
公
園
を
一
体
的
に
活
用

し
、
新
た
な
観
光
資
源
化
と

市
民
の
楽
し
み
の
場
を
作
る

た
め
の
提
案
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
や
県
道
の

４
車
線
化
、
危
険
な
交
差
点

の
改
良
を
茨
城
県
に
強
く
要

望
し
て
道
路
環
境
を
早
期
整

備
し
、
朝
夕
の
渋
滞
解
消
や

行
き
や
す
い
市
街
地
を
目
指

し
ま
す
。

公　明　党
土浦市議団
公　明　党
土浦市議団
◎荒井　　武④ (63)
　福田　一夫⑥ (60)
　吉田千鶴子④ (63)
　平石　勝司② (45)

◎荒井　　武④ (63)
　福田　一夫⑥ (60)
　吉田千鶴子④ (63)
　平石　勝司② (45)

　
会
派
と
は
議
会
で
政
治
上
の
政
策
・
主
義
・
目
的

な
ど
を
共
有
す
る
議
員
が
集
ま
っ
た
団
体
の
こ
と
で

す
。
活
動
方
針
は
２
回
に
分
け
掲
載
し
、
今
回
は
第

一
弾
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
方
針
で
１
年
間
活
動
し
ま
す
！

【活動方針】
①水郷筑波サイクリングロー
ドの整備促進
②交流人口を増強するための
積極的な地域振興策の促進
③災害発生時における土浦市
の防災対策強化および危機
管理の充実

【活動方針】
①中央地区への文化施設等
の誘致

②メディカルシティ土浦の実
現
③土浦協同病院移転後の跡
地対策
④公共交通空白地域対策
⑤土浦つくば間新交通システ
ムの導入
⑥民営化移行後の市場と乙
戸沼を一体化した利活用策
（観光資源化）への支援
⑦都市計画道路の整備及び
茨城県への要望
⑧土浦の日（浦っ子の日）制
定・観光大使制度の導入

【活動方針】
①水郷筑波サイクリングロードに関する調査研究及
び検討委員会の設置要望
②安全安心な通学路の整備促進
③公共施設の跡地利用および整備・対策
④都市計画道路・道路整備・上下水道に関する要望
⑤「まちばん」の活動時間の延長要望
⑥会報の発行（２月下旬発行予定）

力
を
合
わ
せ
、
選
挙
で
も
協

力
し
、
戦
争
法
を
廃
止
す
る

政
府
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
運

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
憲
法
９
条
を
甦
ら
せ
よ

う
と
い
う
運
動
で
す
。
日
本

共
産
党
土
浦
市
議
団
は
こ
の

全
国
的
な
運
動
に
呼
応
し

て
、
土
浦
で
も
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。

〇
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

　
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は

非
正
規
雇
用
を
な
く
し
雇
用

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
、
消
費

税
の
増
税
を
や
め
る
こ
と
な

ど
や
る
べ
き
事
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
地
方
レ
ベ
ル

で
は
国
保
税
や
水
道
料
金
の

引
き
下
げ
な
ど
で
市
民
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
、
市

民
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
に
応
え

る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

【活動方針】
①国保税に関すること（引き下げ、
均等割の軽減、減免制度の周知
など）
②防災行政無線を補完する情報伝達
手段の検討要望
③バス不便地域へのコミュニティバ
スの導入
④市営住宅入居基準の緩和、特例
措置に関する要望
⑤家庭ゴミ無料化継続
⑥就学援助に関すること（支給対象
や特例に関する要望）
⑦水道料金の引き下げ
⑧通学路のグリーン帯の整備促進
⑨放射能汚染に対する健康調査（子
供）県への要望
⑩木田余沖踏切北側地域の水害対策

　
議
会
活
動
・
会
派
の
活
動・

議
員
個
人
と
し
て
の
活
動
、

と
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
わ

か
り
づ
ら
い
の
が
私
た
ち
の

活
動
で
す
。
議
会
と
言
う
組

織
で
あ
る
以
上
、
私
た
ち
は

そ
こ
で
決
定
さ
れ
た
事
項
を

越
え
た
判
断
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
議
会
の
中
に
は
常

任
委
員
会
や
特
別

委
員
会
が
あ
り
、

そ
こ
で
付
託
さ
れ

た
案
件
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査

研
究
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
委
員
会
で

の
活
動
も
組
織
の

中
の
活
動
で
す
。

　
議
会
の
意
思
と

は
あ
く
ま
で
も
27

名
の
議
員
全
員
の

新　風　会新　風　会

◎柴原伊一郎③ (74)
　鈴木　一彦③ (52)
◎柴原伊一郎③ (74)
　鈴木　一彦③ (52)

統
一
さ
れ
た
意
思
で
す
。
個

人
が
あ
る
案
件
に
反
対
し
て

も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
れ

ば
、
そ
れ
が
議
会
の
意
思
と

な
り
ま
す
。

　
議
会
で
決
定
さ
れ
て
い
な

い
部
分
に
お
い
て
は
、
会
派

の
活
動
や
議
員
個
人
の
政
務

活
動
に
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
新
風
会
は
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
少
人
数
の
会
派
の
た
め
単

独
で
の
行
政
視
察
は
困
難
な

状
況
で
す
が
、
議
員
研
修
や

セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加

し
、
政
策
立
案
力
、
議
員
力

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【活動方針】
①小町の里の駐車場の増設
②新治総合運動公園の駐車場用地の確
保および多目的グラウンドの人工芝生
化
③生活道路改修等の要望対応
④農産物のブランド化推進事業への協力
⑤小中一貫教育の推進
⑥土浦協同病院、霞ヶ浦医療センターを
核とした医療体制確立への協力
⑦公共用地跡地の利活用についての調
査研究

◎
＝
会
派
代
表
　
　
丸
数
字
＝
期
数
　
　
（
　
）
内
数
字
＝
年
齢

土
浦
市
議
会
で
は
、「
土
浦
市
議
会
基
本
条
例
」
に
お

い
て
、
会
派
の
結
成
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

土
浦
市
議
会
基
本
条
例
第
９
条
　（
会
派
）

　
議
員
は
、
議
会
活
動
を
行
う
た
め
、
会
派
を
結
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
派
は
、
主
と
し
て
政
策
に
関
し
て
同一の
理
念
を
共

有
す
る
議
員
で
構
成
し
、
活
動
す
る
。

３
　
会
派
は
、
政
策
の
立
案
及
び
提
言
を
行
う
た
め
の
調

査
研
究
等
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４
　
会
派
は
、
政
策
立
案
、
政
策
提
言
、
政
策
決
定
等
に

対
し
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
会
派
と
合
意
形
成
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

トピックス
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【市民のみなさまからのご意見募集！】
　広報広聴委員会では、議会だよりを作成するにあたり、ご意
見・ご要望を募集いたします。下記までお寄せください。
〒300-8686　土浦市大和町９番１号
土浦市議会事務局　FAX：029-826-3379
メールの場合は、土浦市議会ホームページの「お問い合わせ」の
中の「お問い合わせフォーム」から送信願います。

　【編
集
後
記
】

　
市
議
会
だ
よ
り
220
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
新
庁
舎
が
土
浦
駅
前
ウ
ラ

ラ
ビ
ル
に
移
転
し
て
か
ら
４
ヵ

月
経
ち
ま
し
た
。市
議
会
も

12
月
に
新
議
場
で
初
の
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
紙
面
に
は
、初
め
て

開
催
さ
れ
た
議
会
報
告
会
で

の
市
民
意
見
発
表
の
ご
意
見・

ご
要
望
に
対
す
る
回
答
記
事

を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
議
会
報
告
会
を
年

１
回
は
開
催
い
た
し
ま
す
。内

容
に
つ
い
て
は
広
報
広
聴
委
員

会
が
主
体
と
な
って
、更
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
って
い
き
ま
す
。

　
次
回
以
降
の
議
会
報
告
会

に
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
（
海
老
原
一
郎
）

広報広聴委員会

　
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
「
議
員
の
Ｙ
Ｏ
・
Ｋ
Ｏ
・
Ｇ
Ａ
・
Ｏ
」。

３
回
目
と
い
う
こ
と
は
、
議
員
３
期
目
と
な
る
議
員
を
紹
介
し

ま
す
。
土
浦
市
議
会
に
は
３
期
目
と
な
る
議
員
が
４
人
い
ま
す

が
、
今
回
は
篠
塚
昌
毅
議
員
、
鈴
木
一
彦
議
員
の
紹
介
で
す
。

≪連載企画≫

（議員の横顔）

議 員 の
ＹＯ・ＫＯ・ＧＡ・Ｏ

【
自
己
紹
介
】

　
生
ま
れ
育
っ
た
大
好
き
な
土

浦
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り
と
は
、自

分
の
住
ん
で
い
る
街
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、街
の
諸
問
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
で
す
。私

は
常
に
こ
の
概
念
を
念
頭
に
置

き
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

　
水
と
緑
の
自
然
美
溢
れ
る

住
み
や
す
い
環
境
と
、先
人
た

ち
が
築
い
て
く
れ
た
歴
史
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
街
並
み
が

好
き
で
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

　
50
歳
を
機
に
今
ま
で
学
ん

だ
街
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実

践
し
よ
う
と
思
い
、議
員
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。市
民
の
み

な
さ
ま
の
声
を
形
に
す
る
た

め
、執
行
部
と
の
意
見
交
換
や

政
策
提
言
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。

【
３
期
目
の
抱
負
】

　
昨
年
制
定
さ
れ
た
議
会
基

本
条
例
を
遵
守
し
、市
民
の
代

表
と
し
て
選
ば
れ
た
議
員
の
役

割
・
活
動
を
よ
り
明
確
に
し
、

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
住

み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
は
、今
何
を
す
べ
き
か
を
常

に
考
え
、公
利
公
益
を
考
え
た

明
確
な
判
断
基
準
を
持
ち
、市

政
発
展
の
た
め
に
粉
骨
砕
身

活
動
し
ま
す
。

篠　塚　昌　毅

【
自
己
紹
介
】

　
昭
和
38
年
８
月
16
日
生
ま

れ
の
52
歳
。職
業
　
昭
和
62
年

よ
り
学
習
塾
経
営
、現
在
に
至

る
。土
浦
市
新
治
商
工
会
副

会
長
。お
酒
は
飲
み
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
は
吸
い
ま
せ
ん
。

【
土
浦
の
良
い
、好
き
な
と
こ
ろ
】

　
私
が
子
ど
も
の
頃
の
土
浦

駅
周
辺
は
人
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。バ
ス
も
混
ん

で
い
て
座
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
校
生
に
な
っ
て
毎
日
土
浦
の

学
校
に
通
学
す
る
よ
う
に
な

り
、自
転
車
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
を
見
て
回
り
ま
し
た
。図
書

館
が
好
き
で
し
た
。今
の
土
浦

で
好
き
な
と
こ
ろ
は
、小
町
の

里
、乙
戸
沼
公
園
の
鳥
、ケ
ー
ズ

デ
ン
キ
真
鍋
店
で
、当
然
こ
れ

以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。土
浦
の
潜
在
能
力
は
高
い

で
す
。

【
議
員
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

　
新
治
村
議
で
ス
タ
ー
ト
し
、

初
め
は
小
さ
な
議
会
で
も
内

容
の
濃
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

特
に
合
併
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

今
に
し
て
思
え
ば
す
ご
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
市
議
と
な
っ
て
か
ら
は
、議

会
の
あ
り
方
の
違
い
に
戸
惑
い

ま
し
た
。本
質
は
当
然
同
じ
で

す
が
、市
議
会
と
し
て
の
歴
史

と
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。新
庁

舎
移
転
と
い
う
一つ
の
節
目
に

め
ぐ
り
合
わ
せ
た
の
も
貴
重

な
体
験
で
す
。新
治
庁
舎
の
閉

庁
に
お
い
て
、本
当
に
新
治
村

が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

鈴　木　一　彦

【
３
期
目
の
抱
負
】

　
２
期
目
の
最
後
か
ら
３
期

目
の
ス
タ
ー
ト
に
か
け
て
、文

教
厚
生
委
員
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。教

育
、福
祉
、医
療
と
い
う
非
常

に
重
要
か
つ
市
民
に
密
着
し

た
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

関
係
の
あ
る
重
要
な
役
割
と

感
じ
て
い
ま
す
。議
会
と
し
て

の
チ
ェッ
ク
機
能
、市
民
の
意
見

の
反
映
と
市
の
予
算
と
の
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
活
動
と
し
て
は
、土

浦
市
全
体
の
地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
、今
ま
で

多
額
の
投
資
を
し
た
公
共
施

設
を
有
効
に
活
用
し
、集
客
し

て
経
済
効
果
を
上
げ
る
べ
き
と

考
え
活
動
し
て
お
り
ま
す
。特

に
、川
口・新
治
運
動
公
園
、水

郷
プ
ー
ル
、小
町
の
里
な
ど
、活

用
方
法
に
よ
って
は
経
済
効
果

が
出
る
と
信
じ
支
援
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

◇
次
回
定
例
会
の
予
定

３
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）

（一般
質
問
７
日
〜
９
日
）

　
３
月
定
例
会
は
、
一
般

質
問
の
他
に
、
会
派
の
代

表
に
よ
る
「
代
表
質
問
」

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
土
浦
市
議
会
は

一
歩
一
歩
、
着
実
に
議
会

改
革
の
道
を
歩
ん
で
い
ま

す
。

※

会
派
を
代
表
し
た
議
員

が
、
市
長
の
施
政
方
針
や

予
算
編
成
方
針
に
対
し
て

行
う
質
問
を
代
表
質
問
と

い
い
ま
す
。
今
後
、
第
１

回
定
例
会
（
３
月
）
お
よ

び
市
長
改
選
後
の
最
初
の

定
例
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

第１回土浦市議会報告会（１１月１４日）において、８名の市民の方による意見発表が行われました。
それらの意見について担当の委員会ごとに協議し、土浦市議会としての意見をまとめました。

市民意見発表に対する議会からの回答市民意見発表に対する議会からの回答
議会としての意見をお伝えします　《第１回土浦市議会報告会》議会としての意見をお伝えします　《第１回土浦市議会報告会》

題目 意見の概要 担当委員会 回答

1 マリッジサポーターについて
平成１８年茨城県がマリッジサポーター制度
を創設、ボランティアで結婚のサポートをし
ている。今後も市の協力を望む。

環境経済委員会
県から市に要請があり、市は種々協力していることから、
この制度が重要であると認識しております。今後も継続し
て協力するよう市に働きかけていきます。

2 乗り合い通勤による車の削減
自動車による排気ガスの削減が緊急な社会問
題と考えるが、官公庁、学校、企業で乗り合
い通勤をしてはどうか。

環境経済委員会
現在土浦市役所ではノーマイカーデー・ウィークを設け、
車での通勤の削減を図っております。また、議員も乗り合
いで議会に出席するなどし、削減に努めております。今後
も継続してまいります。

3 行政の連携を密にし、迅速に市民の声
に対応できる体制の確立

公共の場において、国・県・市など管理者が
異なり、市民としてはどこに連絡すればよい
のかわかりづらい。迅速に対応してもらいた
いのだが。

総務委員会

ご意見は理解できますが、直ちに解決できる問題ではなく、
国・県・市で今後も十分に検討しなければならないものと
考えます。なお、市に限ってですが、市政等に対するご意
見やご提案、お問い合わせなどは電話やＥメールで受け付
けております。担当課が判明している場合には直接担当課
へ、不明の場合は広報広聴課スピード対応室にて受付し、
担当課に転送しております。

4 議会報告会の充実を
各議会終了後に公民館ごとで地元議員以外の
議員に振り分け説明会を行い、市民との意見
交換もしてほしい。

広報広聴委員会 土浦市議会は議会報告会の充実を図りながら今後も取り組
んでまいります。

5 健康対策としての環境保全―近年の空
気情報調査と啓発を

近年開発された化学物質、イソシアネート類
の健康影響を痛感している市民もいることか
ら、周辺の汚染調査と健康影響情報の啓発を
望む。

環境経済委員会
大変貴重なご意見でありましたが、イソシアネート類を測
定しても、安全等の基準が制度化されていない現状では評
価が難しいことから、時期尚早と考えます。

6 霞ヶ浦を活かした市民協働のまちづく
りを

青年会議所では地域の「たから」である霞ヶ
浦を活かしたまちづくりを展開し、市民協働
ならびに郷土愛の醸成をしていきたいと考え
ている。議会の考えは。

環境経済委員会
土浦市議会においても霞ヶ浦を取り上げ一般質問を行って
いる議員がたくさんいます。今後も継続して取り上げてい
きたいと考えています。

7 ふるさと納税奨学金の制度を
私立大学の経費は高額である。初年度だけで
も奨学金を与える制度を創設し、将来を担う
若人の育成をしてはどうか。

文教厚生委員会
ご意見は理解できるものの、子どもの貧困対策ほか、取り
組むべき重要課題が山積していることから、制度創設は難
しいと考えます。

8 常名総合運動公園について調査特別委
員会の設置を

常名総合運動公園計画は３０年以上進展がな
いことから、議会が中心となって特別委員会
を設置し調査検討、解決してはどうか。

議会運営委員会
早急な解決が望まれるものの、特別委員会を設置するまで
の必要性はないと考えます。所管の都市建設委員会で引き
続き現状把握に努め検討していきます。


